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体操授業における学習者の感情の変化と授業過程の関係
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Abstract

The purpose of this study was to clarify the relation between the studentsʼ mood

alteration and teaching-learning process in a gymnastic class. The subjects were 50

students who study physical education as their major subject in the Department of Education

at Kumamoto University. The following results were obtained : 1) Studentsʼ refreshment

subscale score increased significantly in all of the classes. The relaxation subscale score was

not changed, and the anxiety subscale score decreased in a few classes. 2) Studentsʼ positive

affect and the pleasure of gymnastic classes were correlated. 3) The role of teacher

interaction and to facilitate understanding of the learning content during the teaching-learn-

ing process had a positive affect on students.
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はじめに

2008年に学習指導要領が告示され，「生きる力」の

重視を継続する方向性が打ち出された．ここでは，

知・徳・体のバランスとともに，基礎的・基本的な

知識・技能，思考力・判断力・表現力等及び学習意

欲が重視されている．体育科に関しては，生涯にわ

たって健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを

実現することを重視し，発達段階に応じた指導内容

の体系化が図られた
1)
．

健康なライフスタイルの形成は，西欧圏における

体育カリキュラムの目標にも掲げられており，身体

活動に対する望ましい態度の形成と動機づけを通し

て生涯にわたる活動的なライフスタイルを育てるこ

とが求められている
2)
．体育への動機づけを高める

要因としての楽しさは，自律性と統制感及び最適な

挑戦から生じ，上達のための努力，学習，協力を導

き，体育で経験するポジティブな感情は身体活動の

楽しさと密接に関連する
3)
．

体育実技授業の前後における感情の変化について，

橋本ら
4)，5)
は，実技種目にかかわらずすべての授業

において，「快感情」と「満足感」に有意な増加がみ

られたことを明らかにしている．このことから，ポ

ジティブ感情の高まりについては運動遂行の影響が

示唆されているが，指導者の影響は検討課題として

残されている．授業の過程は，教材を媒介にした教

師の教授活動と生徒の学習活動との三者関係のなか

で営まれるダイナミックな過程
6)
と捉えられ，実験

室で行う運動とは性質が異なることは明らかである．

よって，授業を対象とする場合には，授業前後にお

ける感情の変化は学習内容や教師の指導行動によっ

て影響を受けることは十分に考えられる．

筆者は，大学生を対象としたリズム体操授業にお

ける学習者の認知を質的アプローチにより検討し，

学びの過程の構造化を行うことにより，学習内容の

有効性を明らかにしてきた
7)
．本研究は，大学生を

対象とした体操の授業における運動に伴うポジティ

ブ感情の変化と学習内容および教師行動などの授業

過程との関係について検討を行うことを目的とする．

方 法

１．実践授業の概要

１）授業の位置づけと受講生

本授業（体操）は，教科専門科目に位置づけられ
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た半期１単位の体育実技の授業である．中学校教員

養成課程（保健体育）と生涯スポーツ福祉課程の両

課程においてそれぞれ開講されている．受講生のほ

とんどが教員またはスポーツ指導者を目指している．

受講生は，中学校教員養成課程（保健体育）10名

（男子８名，女子２名），生涯スポーツ福祉課程40名

（男子28名，女子12名）の計50名であった．

２）授業のねらいと内容

本授業は，小・中学校における「体つくり運動（体

操）領域」の学習指導および社会体育における体操

指導に関する基本的事項と内容について，実技を通

して理解を深めることをねらいとし，からだつくり

（基礎体力を養う）と動きつくり（動きの質の向上）

の内容の理解と実践を中心に行う．

からだつくりでは，柔軟性，筋力，調整力を高め

る運動を目的別に実習する．動きつくりでは，リズ

ミカルで全身的な動きの習得を目的としてリズム体

操を取り上げ，基本運動，一連の運動，手具を用い

た運動などを行う．また身体感覚つくりにもつなが

り，障がい者スポーツとしても行われているラート

運動を経験させる．授業は，全身的な動きを核にか

らだつくりと動きつくりの両極から全体的な効果を

ねらう8)という考えに基づいて行い，まとめとして

グループで一連の体操を構成し発表する．

また受講生には，授業ノートを教育実習や現場に

立ったときに自分の指導に役立つようにまとめるこ

とを目的として作成させた．まとめる形式は自由で

あるが，授業のポイントをわかりやすくまとめ，毎

時の感想として授業を通して気づいたことや感じた

ことを記述するように指示した．

３）実施時期

平成24年４月〜７月

２．測度

１）感情尺度

感情の測定には，橋本・村上
9)
が作成した12項目

の動詞句からなる感情尺度（MCL-S.2：Mood

Check List-Short Form-2）をもとに，授業が対象で

あることから満足感や充実感に関する項目を加えた．

回答カテゴリーはMCL-S.2尺度同様７段階の評定

尺度（まったくそうである―まったくそうでない）

からなり，最もあてはまるものを選択させた．

２）授業の楽しさ

授業の楽しさをみるため，運動後に「授業が楽し

かった」という単項目で測定した．回答カテゴリー

は感情尺度同様の７段階評定尺度法を用いた．

３．調査方法

感情尺度の調査は，ラート運動を実施した時間を

除き，毎時間の授業の前後に実施した．ただし，授

業の進行の都合により全員の測定ができない時間も

あった．

４．統計処理

すべての統計処理はSPSS20.0を用いて行った．

運動による感情に対して，主因子解，プロマックス

回転による探索的因子分析を実施し，抽出された因

子の信頼性をα係数により検討した．授業前後の感

情の変化の検定には対応のあるt検定を用いた．ま

た，授業後の感情と授業の楽しさの得点との関係を

Pearsonの相関係数により検討した．

結 果

１．授業における感情の因子構造

本研究では，橋本・村上
9)
の作成したMCL-S.2尺

度に，橋本・徳永
10)
がMCL-3尺度において用いた「満

足感」に関する項目を加え，運動前後の感情の変化

を測定した．今回使用した項目の因子構造をみるた

め，主因子解とプロマックス回転による因子分析を

行った．結果は表１に示すとおりであり，３因子が

抽出され，全分散の66.3％が説明された．これらの

因子は以下のとおり解釈される．

第１因子：爽快感

第１因子には，MCL-S.2尺度の「快感情」の項目

に加え，「満足感」に関する項目がすべて含まれ，８

項目からなっていた．分散寄与率は43.6％を占めた．

橋本・徳永
10)
は，「快感情」と「満足感」は独立した

因子であり，類似した変化を示すとしているが，本

研究においては一つの因子として抽出され，「爽快

感」因子と命名した．

第２因子：不安感

第２因子には，MCL-S.2尺度の不安感因子項目

と「ストレス」に関する項目が含まれ，５項目から

なっていた．MCL-S.2尺度同様「不安感」因子とし

た．分散寄与率は13.1％であった．

第３因子：リラックス感

第３因子は，MCL-S.2尺度のリラックス感因子

項目からなり，MCL-S.2尺度と同様の４項目が抽

出された．分散寄与率は9.6％であった．

以上，MCL-S.2尺度の修正版は，「爽快感」「不安

感」「リラックス感」の３因子，17項目からなり，本

研究ではこの尺度を用いることにした．下位尺度の

学習者の感情の変化と授業過程の関係
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内部の一貫性を検討するためにα係数を算出したと

ころ，第１因子から順に，.960，.784，.838であり，

満足し得る信頼性係数が得られた．

２．授業前後の感情の変化

各授業および授業全体における下位尺度（爽快感，

不安感，リラックス感）得点の平均値と標準偏差を

表２に示した．

分析の結果，「爽快感」はすべての授業において終

了後に１％水準で有意な得点の増加がみられた．一

方，「リラックス感」の授業前後の変化はほとんどみ

られず，グループ練習を行った13回目の授業におい

てのみ５％水準の有意な増加がみられた．また，「不

安感」は，２回目（力系），３回目（調整力），４回

目（動きの基本），７回目（輪を使った運動），10回

目（ミニ作品）の授業において１％水準の有意な低

下，９回目（長縄を使った運動）の授業において５

％水準の有意な低下を示しており，授業によって差

がみられた．

３．授業後の感情と授業の楽しさとの関係

各授業後における下位尺度（爽快感，不安感，リ

ラックス感）得点の平均値と授業後に測定した「授

業の楽しさ」の得点との関係をPearsonの相関係数

により検討した．結果は表３に示すとおりである．

授業の楽しさと授業後の爽快感との関係は，Ｎ数が

10と少なかった第１回と第14回を除いて，相関係数

は１％水準で有意であり，比較的高い相関がみられ

た．

各授業における下位尺度（爽快感，不安感，リラッ

クス感）得点の平均値の推移，並びに授業後に測定

した「授業の楽しさ」の得点の平均値の推移を図１

〜３に各感情ごとに示した．「授業の楽しさ」得点

の推移は，「爽快感」の推移と類似していた．初回に

比べ２回目の授業では高くなり，４回目が最も高く，

その後停滞がみられ，12回目が最も低くなっていた

（図１）．

考 察

本研究は，体育実技「体操」の授業における感情

の変化と学習内容や教師行動などの授業過程との関

係について検討することを目的としたものである．

１．授業前後の感情の変化

｢体操」実技の授業前後の感情の変化を調べたと

ころ，すべての授業において，「爽快感」が有意に増

加した．本研究における「爽快感」尺度には，

MCL-2.尺度の「快感情」に満足感や充実感といっ

たポジティブな感情が含まれるが，これまでの体育

坂 下 玲 子・橋 本 公 雄
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表１ 授業前後の感情に関する因子分析結果（プロマックス回転後の値）
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表２ 授業前後の感情の変化
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表３ 授業後の感情と授業の楽しさの関係（Pearsonの相関係数）

図１ 各授業における爽快感と授業の楽しさ

図２ 各授業におけるリラックス感と授業の楽しさ



実技の授業を用いて快感情の変化を調べた橋本

ら
4)，5)
や坂下

7)
の研究と一致する．

Fredrickson
11)
は，満足（contentment）や喜び（joy）

などのポジティブ感情は，個人の一時的な思考―行

動レパートリーを拡張すると述べており，授業にお

けるポジティブな感情の増加は重要な意味を持つと

考えられる．

一方，運動後の「リラックス感」の増加はほとん

どみられなかった．運動後のポジティブ感情の増加

のピークは，「快感情」が運動終了直後に見られるの

に対し，「リラックス感」は運動終了後30分にみられ

ることが明らかにされており
12)，13)

，測定時期の問

題が指摘される．授業終了後30分に感情の測定を

行っていれば，「リラックス感」の増加が得られたか

もしれない．

また，運動後の「不安感」に関しては，授業全体

をみると有意に低下しているが，それぞれの授業に

おいては，１％水準以下の有意な低下がみられたの

は，わずか５回の授業であった．数種目の体育実技

の授業を用いて感情の変化を調べた坂下
7)
の研究に

おいて，「不安感」の有意な低下がほとんどの授業に

おいてみられたのに対し，今回は１／３の授業だけ

であった．この理由のひとつとして，すべての授業

において運動前の「不安感」の平均値が７点満点中

の３点以下であり，低い値であったことが考えられ

る．つまり，授業前の値に床効果が生じた可能性が

指摘できる．

２．授業後のポジティブ感情と授業の楽しさとの関

連

授業後の爽快感は，授業前に比べ有意な増加を示

し，また授業後の爽快感と授業の楽しさとの関連性

が認められ，体育で経験するポジティブな感情は授

業における身体活動の楽しさと密接に関連するこ

と3)を裏づける結果であった．しかし，授業後の爽

快感や授業の楽しさの得点には，それぞれの授業に

おいて差がみられた．

高橋
14)
は，運動学習が焦点となる体育授業におい

ては，「わかること」や「考えること」「仲間と関わ

ること」などの活動が「できること」に結実したと

きに，運動学習に切り結んだ「楽しさや喜び」が生

み出されると述べている．そして，子どもが評価す

るすぐれた授業には，教材づくりなどの計画段階に

かかわる内容的条件と教師の指導技術にかかわる基

礎的条件が必要になる
15)
ことを示している．そこ

で，授業の楽しさと学習内容や教師の指導行動との

関係をみるために，特徴的な授業を取り上げ，学習

者の授業ノートにみられる振り返りの記述から検討

を行った．

２.-１. 初回に比べ授業後のポジティブ感情と楽

しさの得点が向上：筋力アップに挑戦（第２回）

第２回の授業は初回に比べ爽快感と楽しさの得点

が向上した．学習内容は，自分や仲間の体重を負荷

として筋力を高める運動の実習であり，授業後の爽

快感と授業の楽しさの得点は，単元を通し２番目に

高い値を示し，不安感も授業後に有意に低下した．

学生の記述には，「１人でやるときついだけの筋

トレもパートナーを組んで行うことで，楽しみなが

ら行うことができた．また，パートナーを組むこと

で，信頼関係を築くことができるのではないかと

思った．（No.12）」，「筋トレをするのはきつくてイ

ヤなイメージなのですが，今回すごく面白くて楽し

かったです．工夫すればこんなにもたくさんの種類

で楽しくできるので，自分でもやっていきたいと

思った．（No.19）」，「いつもはマシーンを使ったり，

プログラム通りのことをやるので，今日みたいに

ちょっと遊び的な要素を入れてやってみたり，ぺア

学習者の感情の変化と授業過程の関係
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図３ 各授業における不安感と授業の楽しさ



でやってみたりできて楽しめた．どうしたら上手く

いくだろうかとみんなで考えたので体も頭も使った

と思う．今日もみんなで楽しく体を動かしてリフ

レッシュできた．（No.24）」のように，受講生は普

段行っている器具を使った筋力トレーニングとは

違った視点による運動に，意欲的に取り組んでいた

ことがうかがえる．また，パートナーやグループで

の活動が，身体活動の楽しさを高めており，学習内

容や学習形態の有効性がポジティブ感情や楽しさを

高めていたことが考察される．

２.-２．授業後のポジティブ感情と授業の楽しさの

得点が最も高かった授業：リズム体操の基本を学ぼ

う（第４回）

第４回の授業では，全身的な動き，リズミカルな

運動経過を理解して，基本運動のはずみと振りを実

習し，まとめに一連の運動を行った．授業後の爽快

感と授業の楽しさの得点は，単元を通して最も高い

値を示し，不安感も授業後に有意に低下した．

学生からは，「音楽，リズムに合わせて体を動かす

ことで，自然にわくわくして不思議なものを感じた．

細かいひとつひとつの動作からも，その時の感情が

あらわれていた．（No.13）」，「楽しかった‼とにか

く楽しかった．手をたたくだけでも，ステップを踏

むだけでも，音楽に合わせ，リズミカルにすること

が楽しかった．（No.36）」，「非常に楽しく体を動か

すことができた．先生の動きを模倣してみんなが動

くことで一体感もあった．体操中は楽しくて大丈夫

だったが，終わってみると結構きつくて動いたなと

実感した．今度はもう少し，今日のような体操を深

めていきたい．（No.14）」，「ただのジャンプ（はね

る）ではなく，軽く膝で体重を受けとめて床を押す

感じでとぶ“はずむ”ことや，腕の振り（スウィング）

においても，腕の重みや遠心力を感じながらリズミ

カルな動きをすることがポイントだった．全身がバ

ネやゴムになったようなイメージを持って楽しくで

きた．振りでは腕の重さを感じ，その重さを利用し

ながら大きく回したり，前後左右に振ったりして，

特に上半身の伸びが感じられ気持ちがよかった．リ

ズム体操は全身を使って動き，時折逆に動くことも

取り入れて頭も使って，とても有効な体つくり運動

だなと思った．終わったとき，からだも頭もとても

すっきりした．（No.34）」，「自分自身の結果では，

授業前より授業後の方があまりストレスを感じずと

ても気持ちがよかった．体操は，体つくりや体力つ

くりと同時に，ストレス解消など心にも効果がある

ことを再確認した．（No.27）」，「先生のように軽や

かに動けなかったので少し悔しいです．力を抜くの

も重要なポイントだと感じました．（No.21）」，「リ

ズミカルな動作というのは思っていた以上に難し

かった．力を抜いて重力に身を任せ，テンポよく動

かすというのは，練習しないと少し難しいなと感じ

た．しかしこの動作を身に付けることによって自分

の好きなスポーツにもつながるのではないかと感じ

た．（No.35）」など，リズミカルで全身的な運動を

体験したことに対する肯定的な記述が多くみられた．

これらの記述には，運動による爽快感（No.34，

No.27）のような快感情や学習内容にかかわる楽し

さ（No.13，No.36）および一体感（No.14）など様々

なポジティブな感情が含まれている．

前回までの体つくりの運動から全身的な動きへと

内容が変化し，より活動的になったことが，「気持ち

がよかった，すっきりした」などの感情につながっ

ていると考えられる．また，理論を動きへとつなげ

て実習を行ったこと，音楽の使用や授業者も一緒に

活動するなどの指導行動も授業の評価（楽しさ）に

影響していることが考察される．さらに，この時間

は体操のねらいの一つである「全身的でリズミカル

な動き」の基本的な内容を扱うものであり，学習者

に身に付けて欲しいという授業者の強い思いもあっ

た．

２.-３．授業後のポジティブ感情と授業の楽しさの

得点の停滞がみられた授業：輪を使った運動（第７

回）

第６回〜第８回の授業では，授業後の爽快感と授

業の楽しさの得点の停滞がみられる．ここでは，

ボールや輪など手具を用いた運動の実習を行ってい

る．

学生の記述には，「どの道具を使って運動する度

に思うが，１つのものでこんなに多様な動きを表現

できるのは本当に面白いと思う．（No.32）」，「小学

校の先生になったら，子どもたちにたくさん教えた

いなと思った．最近，ボール１つ，縄１本，フラフー

プ１本で90分間時間いっぱい様々なことをして楽し

んでいる．そのもの１つでも使い方次第なのだとつ

くづく今日も感じた．（No.6）」などの手具の使い

方の多様性に関する感想が多くみられた．教員養成

のための体育実技であるため，できるだけ多くの運

動例を経験させたいという思いが授業者にあり，そ

のために運動の提示が中心となり，よって活動の楽

しさに終始してしまったことが省察される．授業の

過程を，教材を媒介にして教師と生徒が相互作用し

ながら意味のあることを構成していくことと捉える

社会構成主義の理論が近年重視されているが
6)
，学

習者の学びの深まりという点については十分でな
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かったことが反省すべき点である．

また，「フラフープを使った運動は，そのほとんど

が円運動であるため，合理的な運動だと感じた．私

は柔道をやっているので，力の方向に逆らわずに運

動する場面では理解しやすいところもあった．

（No.50）」，「回すだけなら誰でもすぐにできるよう

になるけれど，様々な動きを取り入れていくと難易

度も上がり，充実した動きができると思いました．

どのようなポイントを押さえればできるようになる

か（面を意識する）など適切なアドバイスをしてい

けるようになりたいです．（No.31）」，「一見腰が一

番重要に思えるが，実際一番大事なのは膝なんだと

改めて思った．どんな動きにしても，膝の屈伸を上

手く使うことでフラフープが簡単に回せた．

（No.23）」などのような輪を使った動きに対する学

びや気づきの記述もみられた．しかし，授業者は１

時間完結で進めてしまい，学習者の体験を通した気

づきを深め，共有していくことができなかったこと

も反省点である．

２.-４．授業後のポジティブ感情と授業の楽しさの

得点が最も低かった授業：グループ活動（第12回）

授業の楽しさの得点が最も低かったのが，学習し

たことを生かしてグループで作品を構成する活動

（第12・13回）であり，授業後の爽快感も低くなって

いる．

学生の記述には，「何を使うか，曲調やイメージに

合わせて考えなくてはいけないので，思っていたよ

りもずっと難しいと思った．（No.39）」，「予想以上

にリズムに合った動きを作るのは難しいと思います．

シンプルでいいと頭ではわかっているのですがなか

なか思いつかないものですね．（No.21）」，「ボール

を活かしたダンスかと言われれば，クエスチョン

マークが残った．もっと丸い動きだったり，弾み，

柔らかさ，バランスといったボールを使うからこそ

生まれる動きを取り入れることが必要だと感じた．

難しい技を決めることにだけ集中してしまえば，本

来のダンスを楽しむことを忘れてしまいがちになる．

まずは簡単な動作をチームがまとまりダンスをする

ことが大切だと思う．（No.50）」など活動の停滞お

よび難しさが記されている．

寺山ら
16)
は大学生のダンスの授業を対象として，

ベテラン指導者の指導技術を検討しているが，その

中で，ベテラン指導者の「学習者の学びをどう導く

べきか．指導者が上手に課題を提示することができ

れば，学習者は自分が思う方向に伸びることができ

る．」という発言を取り上げ，学習者が創意を持って

自ら求める解を見つけられるような学び方を学ばせ

ることが大切であることを示している．輪を使った

運動の授業について，授業者が運動を提示して活動

させる教師主導の授業であったことを考察したが，

学習者が課題を持って学んだことを再構成するよう

な学び方の学習を経験しないままに，グループ活動

に入ってしまったこと，さらにそこでの学習者のつ

まずきに対して適切な指導がなされなかったことが，

学習の停滞を引き起こし，ポジティブ感情と授業の

楽しさを低下させていたと考察される．

寺山ら16)の研究では，ベテラン指導者の指導技術

として，①指導者は学習者の実態と創意を明確に捉

えること，②指導者は絶えず新しい挑戦を試みるこ

と，③教材の学習内容をよく理解し学習者が自ら学

べるようにすることの３点を導き出している．受講

者は毎年変わっていくにもかかわらず，例年のルー

ティンに沿った授業になってしまい，新しい教材に

挑戦することが少なくなっていた．学習者の学びを

導くためには，教材に新鮮な気持ちで向き合うとと

もに，この授業で学習者にどうなって欲しいのかと

いう視点を明確に持ち，教材を精選し，相互作用を

通して課題を解決し，意味のあることを構成してい

く授業づくりが求められ，それが授業の楽しさやポ

ジティブな感情を支えることが示唆された．

ま と め

体育実技「体操」の授業における，運動に伴う爽

快感を中心としてポジティブ感情の変化と学習内容

および教師行動などの授業過程との関連について検

討を行った．結果の要約は，下記に示すとおりであ

る．

１．すべての授業において，授業後に「爽快感」の

有意な増加がみられた．「リラックス感」の増

加はほとんどみられず，測定時期の問題が指摘

された．「不安感」の有意な低下は，単元全体の

１／３の授業においてのみみられ，その理由と

して運動前の「不安感」が低く，床効果が生じ

た可能性が指摘される．

２．授業後の爽快感というポジティブ感情と授業の

楽しさには，比較的高い相関がみられた．

３．授業後の爽快感というポジティブ感情と授業の

楽しさは授業によって変動していたが，学習内

容や指導者の指導の影響との関係が示唆された．
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